
32

地 理 学 者 の 条 件

ダニ エル=デ フォー の場合

辻 田 右 左 男*

Whoisa`Geographer'?

InthecaseofDanielDefoe一

USaOTSUJITA

(1976年9月30日 受 理)

は し が き

ここ数年 来,筆 者 はイギ リス の作家ダニエル=デ フォーDanielDefoeに 大 きな関心を

もち,可 能な範 囲で,彼 の著作 や評伝 の入 手につ とめて来 た.1人 の地 理学徒 と して英文

学 の領域 に足 を踏み入れ るのは場違 いで あるが,Def(》eの 作品に,ユ7～18世 紀 のイギ リス

の地理学 が集約 的に投影 され ていると信 じたか らで ある.

筆 者 がDefoeに 興 味 をもちは じめ たのは,小 ・中学校時代机 を並べ た竹馬の友大塚 久

雄氏 の示 唆によるところが大 きい.大 塚氏はDefoeの ロ ビンソンζクルーソーを経済人

(経 営者)と して と らえ,ロ ビンソンが無人島 において イギ リス入 らしく囲 い込み を した り,

借 方貸方のバ ランス シー トをつ くって いたと し1),日 本 の社会 に新 しいロ ビンソン像 を移

植 した.そ れだけでな く,Defoeの 『ブ リテン周遊記』が産業革命前夜の イギ リスの産業

・農村 の状況 ,と くにマニ ュファクチ ャーの様子を生 き生 きと描写 して いると2)指 摘,わ が

国の経済史学 にDefoe研 究 の重要性 を導入 した.大 塚氏は またDefoeの 産 業都市計画3)

に も注 目してい るが,経 済 史の側か らみて興味の あるDefoeの 著 作は,も しか した ら地

理学 に 対 して も何か を 語 りかけて いるのではな いか.こ うい う期 待が筆者をDefoeに

driveさ せ る1つ の動機 とな った.

その後,イ ギ リスの地理学者Bakerが 「ダ ニエル=デ フ ォーの地理学4)」 とい う論文 を

公 に して いるの を知 り,こ れ に勇気づけ られ,1974年6月,人 文 地理学会地理学史部会で

「ダニエル;デ フ ォーと地理学」 と題 し,中 間報告の形で発表を試みた.京 都大学楽友会

館で行なわれた この例会 には,恩 師小牧実繁博士は じめ,室 賀信夫 ・西村睦男 ・海野一・隆

・高橋正な ど,わ が国地理学史の代表的学者が出席 され,会 後,貴 重な御示教 に与 った.

しか し筆者 としては,こ の例会後,も う一度Defoeの 地 理学を再掘す るつ もりは毛頭

なか った・ただ 「人文地理」(26巻5号)に 掲載 した研究発表の要 旨に,1,2重 大 な ミス

が あることに気付 き,機 会 があれば,こ れを訂正 したい とは思 っていた.

1.地 理学者の映像

ところが,1975年8月,国 際地理学連合IGUの 地 理 思想 史委員会(委 員長Ph .Pin-

*地 理学研究室
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chemel)か ら手紙が届 き,日 本近 代の代表的地理学者数名の書誌学的伝記biobibliography

を 執 筆す るよ う依頼を受 けた.元 学 術会議議員渡辺光博士の推挙 によ るもので あるが,ま

だ外 国にはほ とんど全 く知 られていない 日本の地理学者の業績を世界の学界 に紹介す るこ

とは意味深い仕事 であると信 じ,非 力 を顧みず,こ れに携 わ ることにな った.し か し,こ

こで まず問題 になるのは地理学者 とは何か とい うことで ある.

各 国地理 関係者 が協力 してい っせ いに作業 をすすめ る国際的な伝記編纂事業で あるか ら,

地 理学 者 とい うものに対する共通理解 がなければ,意 味をな さない.そ のため にこの委員

会で は,1972年IGUモ ン トリオール会議以来,数 回討議 を重ね,漸 く成 案に達 した 「地理

学者 につ いて」 という方法 論的覚 え、1}:Amethodologicalnoteを 筆 者に も送 って きた5).

この 委員会案 によると,「 地理思想 に対 し顕 著な貢献arecognisablecontributionを 成

した人 はだれで あって も地理学者 と考 えるべ きで ある.単 に大学 において地理学 の講座を

担 当 し,地 理学者 と してみ とめ られて いる人 だけに限 らない.地 図学者 ・地質学 者 ・水文

学者 ・経済学者 ・探検家 ・都市専門家 ・歴史家 などの=名前で呼ば れている多 くの人 々が今

日まで に地理思想 に対 して貴重な寄 与を して いる.彼 らの貢献 は終局 的に当時の人 が考 え

て いた ところよりいっそ う重要な もので あるか も知れ ない6).」

この ように地理学者 を広義 に解釈 した上で,フ ランスでは歴史家 ミシ ュレ,統 計学 者ル

ヴァス ール,イ ギ リスでは文献学i _IG.ア ダ ム=ス ミス,都 市学者ゲ ディス,合 衆 国で は

地形学者G.K.ギ ル バ ー ト,西 部探検家 ポウエルなど20人 あま りの例 をあげ,各 国の主

要な探検家,地 図学者 も当然地理学 者のなか に含 め られ るという.も ちろん,こ れは伝記

作製のための便宜的な概念規 定で あるが,こ れ によ って地理学者 とはだれか ということが,

従 来の漠然 とした定 義よ り一渉 前進 した形で把握 されて いる.

筆 者は当時 この委員会 となに らの関係 もなか ったが(現 在 はacorrespondingInem-

ber),委 員 会の打 ち出 した地理学者の概念は,筆 者がなが年 考えて きた地理学者像7)と 全 く

符合 し,偶 然 の…致 に驚 いた.そ れで,日 本の地理学者の代表 として,小 川 琢治 ・山崎直

方 ・小藤文次郎 ・志 賀重昂 など狭義 の地理学 者のほか,木 内信蔵博士が地理学のア ウ トサ

イダーと呼ん だ8)気 候学 者岡田武松,民 俗 学者柳 田国男,思 想家 内村鑑三,教 育家福沢諭 吉

など広義の地理学者5～6人 の名前 を委員会 に報告 し,そ れぞれの小伝 を1980年 のIGU

東 京 会議 をtime-limitと して執筆 をつ づけ ることにな ってい る9).

こん な重要 な,国 際 的な作業 を前 に しなが ら,な ぜ いまごろ,そ れ も畑違 いの外 国の作

家Defoeを わ ざわ ざ登場 させねばな らな いのか.も と もと専門 的地理学(-1と 紙 …重の地

理学的教養 をもつ非地理学者 も多いが,作 家で あって 同時 に地理学f1と い う例 は比較 的少

な い・地理学者が委員会案のよ うな ものな らば,事 は 簡単で あるが,真 の地理学者で あ る

ため には もっときび しい,strictな 条 件が必要で 歩,る.

た とえば,正 鵠を得た地理 的世界観 を もつ ことが絶対 に必要だ ろう し,フ ランス学派の

い う芸 術家的才能文学的表現力partiesd'artiste,1'expressionlitterairelo)も 地 理学 κの

資格 として欠 かせ ない.さ らには合衆 国の ライ トが強調す る想像力11)を は じめ と し,ハ ウ

ツホー ンが 「地理学の本質』 のなかで 記 してい る地理学の史的展望,地 理学的資料の選択

と処理,地 域概念,世 界の諸地域の組織化 の方法12)な ど 地理学 者の具 備すべ き条件は この

ほかい くつ もあるで あろ う.こ れ らの うち ・部は先 天的の もので あって,訓 練だけで達成

し得 ない資質 も当然 含まれて いる.景 観の絵画 的描写 などは,恐 らく天賦 の才能で あり,

修 練では どうす ること もで きない.し か しかつ てサ ウアーが述 べたよ うに13)地 理 的な関心

と性癖awarenessandbentは 地 理学 者 と称 す る者の不可欠 の条件で あろう.
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ここで見 よ うとす る作家DanielDefoeは 上 の ような近代的地理学者の装備すべ き諸条

件を,す べて一身 に具有 した とはい えず,単 に地理学の愛好者Amateurに す ぎなか った

か も知れ ない.し か し,17～18世 紀 とい う時点 においては,時 流 を抜 く豊富な地理的知見

を もち,巧 ま ざる地理学者 的資質によ って,地 理学 的業績を達 成 した とい う意味 において

は,地 理思 想史の上か ら彼 を等閑視で きないのではないか・ このよのな視点 か ら,以 下

Defoeの 地 理学 の諸相 を検討 してい きた い.

まず順序 としてDefoeの 生 涯を 一べつ し,次 に地理的要素の濃厚な彼の作 品2,3を

取 り上げ,最 後 に彼の最 も特徴的な作品 と呼ばれ,全 編 に地理学が溢 出 して いる 『ブ リテ

ン周遊記』 につ いて述べてみ たい.

2.商 人 デ フオー

DanielDefoeは1660年,獣 脂ろ うそ く製造人 の長 男 として ロン ドンに生れた14).清 教

徒 革命 を行 なったクロムウエルの死後2年,チ ャールズ2世 が即 位 し⊥政 復古の成 った最

初 の年で ある.Defoeの 幼 時,父 が イング ラン ド教会か ら離脱 し,い わゆ る非国教派(Dis-

senters,広 い 意味のPuritans)の 一一員 とな ったため,向 学心 のあ ったDefoeも 大 学へ行

く望みは 自動 的に絶 たれた.当 時非 国教 派は,OxfordやCambridgeな どの大学で学,,

こ と も,教 え ることもflさ れ ず,か れ らがその子弟の教育のため に,イ ギ リスの主要都市

に設立 したAcademy15)と 呼 ぶ私立学園で学ぶほかはなか った.

Defoeは14才 か ら19才 ま での5年 間,名 教育家,の ちにHarvard大 学 の副学長 とな っ

たMortonを 指 導 者とする ロン ドン南郊NewingtonGreenの ア カデ ミーで学 び,モ ル ト

ンの人格的影響 を受けた.当 時の イギ リスの大学は スコラ的な思弁哲学の学習 を主 と した

が,こ の アカデ ミーでは,キ リス ト教関係の科]に 重点 を置きなが ら,地 理学 は じめ歴史,

数 学な ど実用的な科 目も教授 されて いた.こ こで学んだ地理学は,後 年Defoeが 地 理学

に傾斜す る1つ の遠因ではなか ったか と思われ る.イ ギ リスの歴史 家T.S.Ashtonは ア

カデ ミーにおけ る人間形成 的役割 を高 く評価 し,ア カデ ミー出身の有 名人 の筆 頭にDefoe

の 名 をあげている16).た だ しDefoeに 次 いで,ア シ ュ トンが紀 してい るマルサスは 『人

口論」 の著者・T.R.Malthus(オ ックス フォー ド大学 出身)と は同名異人で 「人文地理」

において,こ れを軽 々に 『人口論』 の著者 としたのは,筆 者の重大な誤認で あった.

ア カデ ミー在学 中,Defoeは 父 の意志を尊重 し,非 国教派長老教 会の教役者 を志望 して

いたが,1683年 き っぱ りこれを断念,父 と同 じような商人tradesman17)(厳 密 にはmerchant

に あた る商人ではない)の 道をえ らび,そ の20代30代 は 商業で身 を立て た.彼 は終 生,商

業の重要性 をみ とめ,商 業 こそが イギ リス を繁栄 に導 く唯一の経済活動で あることを主張

したが18),イ ギ リス商業の末端 に連な る1人 の商人 と しては,成 功 したとは言 えず,む し

ろ失敗の連続で あ った.た びたび仕事 を変 え,肉 屋の株 を買 ったかと思えば,雑 貨 に手 を

出 し,ワ イ ンの貿易 に熱 中するかと思えば,煉 瓦の 製造 を始 める とい う風で 席の温 まるひ

ま もなか った.多 額の持参 金を もつ女性 と結婚 し,8人 の 子供 を もうけたが,結 局一一生 償

うことので きない借 金を背 負いこみ,家 庭 的には恵 まれなか った.

生 まれなが らのProjectorl9)と 言 われ るぐらい計画好 きで,次 々 と新 しい企画 を抱 きな

が ら,足 が地 に付かず,「 私 は13回 金 持にな り,13回 貧 乏 にな った」 とい う有 名なことばで,

波 瀾 に富んだ半生,事 業の浮沈 を告 白してい る.そ の上,彼 の分身で あるロビンソンの 口

を借 りて,「 外 国へ行 きたい」「世界 をかけめ ぐりた い」 と くり返 し語 った ように 一種の放

浪癖thewanderingdisposionが あ った らしく,商 用 に事 よせて,イ ギ リス 国内は もち
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う ん,当 時旅行 が極度 に困難で あ り,危 険で さえ あったスペ イン20)・ ポ ル トガルにまで足 を

延ば し大いに地理的見 聞をひろめた.一 一一時 オランダ との貿易 を試み,ロ ッテルダムに向う

途中,ア ルゼ リアの海賊 に襲われ,短 期間海賊 とともに起居す るという珍 しい体験 もして

い る・ この体験は…生彼の記憶か ら消 えず,晩 年 の大 作 『海賊通 史21)』や 「海賊 シング ル

トン22)』を生 み出す素地 とな った.

商売 の不振にあえ ぎ,そ の気晴 らしに時勢を風刺す る詩や雑文 を書 きは じめたが,折 も

折,Defoeに と って願 って もない うれ しい時期が到来 した.1689年 「寛容法」が制定 され,

同95年 「出版 認可法」廃 止に ともな って言論 ・出版の 自由が保証 され,そ の上政府が民間

ジ ャーナ リス トを起用 して世論指導 ・情報収 集にあた らせたため,DefoeやSwift23)ら は

水を得 た魚 のよ うに,イ ギ リス の情 報社 会に踊 り出た.イ ギ リスの ジャーナ リズ ム史上最

初 の隆盛期 といわれ る時期で あ り,Defoeは 商 業に未練を残 しなが ら,以 後文筆活動が彼

の生活の支柱 となった.

政 治家ハ ー リーHarley24)の 庇 護の もと,そ の党新聞TheReviewの た め,数 年間継続

して週3回 の論説 を書 くな どタフで超人 的と もいえ るジ ャーナ リス トの生活が続け られた.

この時期 に彼の筆 になる論文数は400を 越 え,そ の全 部が題 名入 りで記録 に残 ってい る25).

お も に政治 ・経済 ・社会 に関す る論説で あるが,ま れに地 理関係 の もの もあ り,ま た彼の

宇宙旅行の夢 を托 した 「月世界への旅行26)」 とい う珍 奇な論文 も見 出 され,宇 宙 開発の先

駆者で もあった.

ペ ンをもつ ことが 日常茶飯事的 にな って いた彼は ,時 には反対派 の新 聞に も寄稿 してt

歴 を買 った.さ らには一時期政府の政治スパ イ27)と して イギ リス各地 に出没 し,と くにイ

ング ラン ドとの連合Union(1707)をrl前 に した スコ ッ トラン ド各都市 に潜入,住 民の動

静を探 った.非 合 法かつ 不本意な野外 調査Fieldworkで は あったが,こ れ によって地理

的事 物を見 る〕が鋭敏にな り,geographerの 素 質が啓培 され たことは疑 を容れ ない.わ

が国に例 を とれば,幕 末の地理学者 近藤重蔵 がその若 き日幕府の密偵(御 先 手与力)と して

西 日本の城下 に潜入,し ば しば路上 や堰堤 に野 宿 して28),各 地 の政情 ・民心 を鋭 く,適 確 に

把握 するtrainingを 積 み重ね,後 年蝦夷 地探探,『 辺要分界図考」 の著作な どの地理的

業績 に発展 させ たことと幾分似 てい る.

20年 近 いジ ャーナ リス ト時代 に,Defoeは 社 会の各 階層の人々 と接触,そ のなか には彼

の驚 くべ き地理 的知識の情報源 とな った当時第一 級の地 理学 者 ・地 図作者 も相当数含 まれ

て いたことは ほぼ確実で ある.か れ らの直接間接の援助 な しには,Defoeの す ば らしい地

理 的著作は絶対 に生み 出され なか ったで 詑ろ う.ま れには貴顕 ・紳士 ・淑女 との面談 もあ

ったが,彼 のsensibleでhuman29)な 目はkと して社 会の底辺 に注がれた.歪 め られた社

会環境 によって必要悪 を積み重ねて い く浮浪人 ・大道芸人 ・盗賊 ・売 春婦 らと面接 し,後

年彼等の 口を通 して社 会の病弊 を衝 くな まなま しい社会史 的小説 を幾編 とな く生産 した.

3.作 家 活 動

ながい記者生活 に終止符を打 ち,彼 が作家 と してデ ビュー したの は,す で に老境 に入 っ

た59才 の ことであ る・決 してスムーズに 日の 目を見たわけでは ないが,あ る出版者 が冒険

を覚悟で,1719年4月 彼 の ロビンソン物語を上梓 した時が,小 説 家Defoeの 記 念 すべ き

発足年 とな った.こ の前 々年,南 米 西岸 ヴ ァルパ ライ ソ沖のジ ュアン ・フ ェルナンデス島

に漂着,そ こで4年 間 を送 ったス コッ トラン ドの航海 士セルカー ク30)の物 語が出版 されて

お り,こ れ に ヒン トを得て書 き上 げたの が,例 の 「ロビンソン=ク ル ーソーの 冒険』で あ
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る・ もちろんDefoeは 事 前にハ ッ クルー トが編 集 した航 海記録31)や ダ ン ヒつエ ルの周航

記32)を 読 んで お り,セ ルカークの物語は ロビンソン執筆の誘因 とな っただけで あるが,こ

れ がみごとに ヒッ トしたので ある.

Defoeに と って幸運で あ ったの は,彼 自身 と同 じよ うな中産 的生産者層が 当時,イ ギ リ

スの主要な読者層 と して拾頭 して いたことで ある.ロ ビンソンがま るで無人島に送 られた

イギ リス新興 ブル ジ ョアジーのチ ャン ピオ ンの よ うに,き わめて堅 実に島の経 営に あた り,

清 教徒的宗教心 を随所 に発揮 した ことに熱狂 的な拍手 を送 り,そ れ以来,聖 書 に次 ぐ世界

的ベス トセ ラーズ33)の1つ と して今 日に至 って いる.

『ロビンソンの冒険』 の成 功に刺戟 され,こ れ をFU行 した4か 月後 の1719年8月 に 『ロ

ビンソン」 の続編を出 したが,続 編は彼の地理的知識が誇示 され た感 があ り,正 編 ほどの

人 気は得 られなか った.続 編の売 れ行 きは,正 編の2万 分の134)に しか す ぎなか ったとい

う説 があ るほどで,地 理学 的には とにか く,-JL批 評 家が対象 と して取 り上げて きたのは,

この正編 に限 られる.

1719年8月 の正編 『ロビンソンの冒険』 第4刷 には,当 時最 も新 しく最 も正確 と考え ら

れ た世界地 図35)を付 録 と して添 えたが,こ れは正 編には地理的な誤 りが あるとい う批評 に

対す るDefoeの1つ のdemonstrationで あ ったか も知れない.続 編が必要以上に地理を

盛 りこんで いるの も,こ の批 評を 気に していたためで あろう.た び たび地理学者 ・地図

作者 を作 中に登場 させ,記 事の正 当 さを 証明 させ ようと して いるが,こ の場合 は す こし

nervousに な りす ぎたDefoeの 地 理学への 執心が災 して結果 的には不評 を招 いた.

ロ ビンソンの無人島経営は,マ ル クスがその 『資本論」の なかで取 り上 げ36),経 済 学 は

ロビンソン物語が好 きであ るとい う有名な発 言を して いるほか,フ ラ ンスの ルソーはその

『エ ミール』 のなかで子ど もに読ます ことので きる唯…の物語で あると称讃 した.同 じ く

フランス のカ ミュもロビンソン物 語は あま り偉大す ぎてかえ って批評家 を混 乱せ しめ るの

だ とい う弁護 論を唱えてい るが,反 面,宮 廷 詩人や貴族的作家は,ロ ビンソンをいっせ い

にこ きおろ した.た とえば詩人ポ ープな どは彼 を軽べつすべ き 三文文 士族GrubStreet

Race37)と した,ま た しば しば ロビンソン物 語 と比較 され るガ リバ ー旅 行記の著者ス ウィフ

トは,成 り1二り者 にひ としいDefoeの 名 前を 口にす るの さえ汚 らわ しい とし 「さ らし台

pillory38)に 上 ったあの男,名 前は忘れたが」 と憎 らしげ に書 いて いる.同 じよ うな風潮は

ロビンソ ンよ り約半 世紀 お くれてi二U行され た 『国富論」(1776)の 著者 アダム=ス ミスに

も引きつがれ,ロ ビンソ ンは もちろん,イ ギ リス の経済 的繁栄 を願 ったDefoeの 他 の論

文 も,『 国富論』 では完全 に黙殺 されてい る39).

ロ ビ ンソンに関す る諸 名家の批評はま とめ られて数 冊の 書物 にな って いるが ,こ の ロ ビ

ンソンを初 穂 として,以 後死 に至 る12年 間 にDefoeは 実 に30篇 に のぼ る大作を 世に 送 っ

てい る.大 器晩成型alatedeveloperと い えばそれまでで あるが,60才 を越 えた 老 人

Defoeに と っては並々な らぬenergyの 放 出で あ った.

30篇 の なか には,小 説の形 をとる もの も数篇 含まれてい るが,こ れ とて も前述のよ うに

社会の病弊 を鋭 く批判 したrealisticな 作 品で あ り,彼 を単に小説 家の範疇で とらえ るの

は適 当では ないで あろう.残 りの20数 篇 は旅行 記で なければ,商 業論 ・都 市論 ・災害記録

など直接間接地理学 に結びつ く論文40)ま たは記録文学で,「 文芸復興以来普及 して いた 装

飾 的有閑 的文体 を …榔 して,ひ たす ら事実を写 したよ うに書 いたことは彼(Defoe)の 大

いな る功績で あった4D.」 と 斉藤 勇博士は述 べてい る.

一生不遇のまま
,1731年,71歳 を ・期 と して ロン ドンの貧民窟で生 を終 えたが,死 後 直
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ちに負債償却のため処分 された彼 の蔵書の競売 広告の文章 が記録 に残 って いる・ これ によ

ると 「農業 ・商業 ・航海 ・博物学 ・鉱山学の珍書 ・稀書約500冊 」 とあり,地 理書 につ い

ては記 されていないが,競 売 人の 目の届かなか った貴重な地理書 ・地図類 もこの うちに含

まれていた ことで あろ う.地 理 書の文字はな くとも,地 理学周辺の実用的な学問 に身 を委

ねた彼のgeographerら しい姿が これ によ って彷彿で き,ま ことに興味深 い もの がある・

4.Defoeの 架 空旅行記42)

作 家 時代以後のDetoeの 作 品には,多 かれ少かれ地理学的要素が見 出され るが,… 一見

地理学 とは無関係な小説類 にも環境設定,環 境描写の巧妙 さが指摘 されて いる・ その上売

春婦 『Roxana』(1724),5度 も結 婚 した あばず れ女 『MollFlanders』(1722)な どの小説

において,主 人公 を ヨー ロッパの各 地に移動 させ る とい う手 法を とり,こ れによ ってDefoe

はみ ずか らの 地理的知見 を吐露 したか ったので あろう.ま たこの2つ の作 品の女 主人公の

名前が,'il時 地 図作 者と して有名であ ったMol143)やBleau44)(Roxanaの 未 婚時代の 名

前はMademoiselledeBeleau)の 名 前 と酷似 し,Flandersが 当時地 図製作の 中心地で あ

ることと併せて,Defoeが 意 識 的にこれ らの 名前 を襲用 したと考 え られる・

前記地理学 者BakerがDefoeの 地 理学 的著作と して取 り上 げたのは,『 ロビンソン』続

編 『海賊 シ ングル トン」 および記録文学 『あ らし」TheStorm(1704)の3つ で あ る・ こ

の うち 『あ らし』 は1703年 イ ギ リスを襲い,各 地 に被 害を出すだけでな く,イ ギ リス海軍

を一一…時壌滅 させ るほどの猛 威をふ る った暴風の記録で あるが,Defoeは そ の災害状況 を描

写す るに先 き立ち,古 今 の科学 書を引用 して,風 のメカニズムを述べ るな どさなが ら一巻

の 自然地理書のよ うな形 式を とってい る.そ して世界 気象学史の クラシ ックとして しば し

ば引用 され この嵐をDefoe'sStormと 呼 んでい る45).

ロ ビ ンソン続編 『その後の
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第2図 ロ ビ ンソ ン行 程 図(Bakerに よ る)

冒 険 』TheFartherAdventure

ofRobinsonCrusoe(1719.

8月)で 地 理学的 に最 も問題

とな るのは,す で に70歳 に垂

ん とす る老 ロ ビンソ ンが,ペ

キンか らシベ リア横断の隊 商

に加わ り,ヨ ー ロッパ ロシァ

の アルハ ンゲルス クまで欧亜

両大陸 にまたが る長途の旅行

を試み る記事で ある.こ の旅

行 記を 草す るに あたっ て,

Defoeが 用 いたお もな資料 が,

ピ ョー トル大 帝の命を受 けてシナに旅行 したデ ンマー ク人 イデスの旅行記46)お よ びアブ リ

ルの 『欧亜諸国旅行47)』 で あったことは,Baker,船 越 昭生両氏 ともに認めてい るところ

で ある.Bakerの 作 製 した ロビンソン行程図48),船 越 氏原図のイデス行程図49)を 比 較す る

と細部 をのぞいて完全な一…致 を示す.し か しイデスがモス クワか らペキ ンに向 って旅行 し

た径路 を,ペ キ ンか ら逆 に西 に向 って ロビンソンを歩かせ,イ デスの記事 を多少修正 して

用いただけでは,一 ・般に高水準の地理的知識を もっていたイギ リスの読 者にはな に らの説

得力 もなか ったはずで ある.
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第3図 『イデス旅行記』におけるイデスの行程図(船 越昭生氏原図)

G.テ イ ラーが1istup50)し た よ うに,イ ギ リス には16世 紀 以降,Defoeの 時 代 まで に

すで に200を 越 える多数の地理書が 団行 されていた.そ のい くつかを仔 細 に読破 し,ま た

著書は な くとも当時 一流 とみな され た地理学 者との交流 によ り,か れ らか ら最新 の地理学

的情報 を吸収 し,い わば これ ら知 られ ざる地理学者のspokesmanと な って,読 者に も納得

の行 く地理学的知見 を,ロ ビンソンの 口をとお して 語 らせ た.こ れは当時未知で あ ったア

、 フ リカ 中央部 を,確 信 をもって東か ら西 に旅行す ることがで きたシ ングル トン51)につ いて

もいえ ることで あるが,当 時地理学 的に未 決定pendingで あ った重要 な問題に関 し,そ れ

ぞれ主人公がdiscussionを す るようなsituationを 設 定 して いるの も,地 理学者 的発想

で ある.た とえば シベ リアでは,ア ジ アと ヨ___.pッパ の真の境界は どこで あるかを議論 さ

せ,ア フ リカではナイルの水源についての討議が行われて いる.普 通の小説で あれば,何

回 も主人公を立ちどま らせ て,筋 を運ぶ上ではな にの利益 にもな らな い地理学上の議論 を

させ ることはない.

Defoeは 「全 世界 を手 に取 るよ うに知 りたい」`alltheworldathisfingers'end'と 言

っていたが,こ れは決 して彼の妄想ではな い.「 彼 の著作は18世 紀 前半 にお いて最高の教育

を受 けたイギ リス知識人の地理 的知識 を忠 実に反映 してい る」 とBakerが 述 べた52)よ う

に,恐 らく当時の専門 的地理学者 に劣 らない ぐらいの該博な地理的知識を もっていた に違

いない・ 彼が5か 国語 に通 じて いたこと も,世 界地理 を知 る上 で大 きな武器 とな っていた.

こ とにアフ リカの 中央部は,19世 紀 に至 り リヴ ィングス トンなどの探 険を待つ まで,ほ

とん ど未知の地域で あったか ら,そ こに山 ・川 ・湖 ・砂漠 ・住民 を配置 し,そ れ らを 目撃

したように描写す るのは容易では ない.Defoeの 論 敵Swiftが 「か くて地理 家はアフ リカ

の 地図・その うつろな るほ とりに蛮族 を立たせ,人 影 もな き野 や山 に,村 の なければ象住

む とい う53)」 とい う有名な詩を書いたのは,暗 にDefoeの 『海賊 シ ングル トン』の意外性

を皮 肉ったのでは あるまいか・Swiftの この詩の出所,シ ングル トンとの関係は まだ明か

に し得ないが,SwiftがDefoeよ り7年 年 少の同時代人,か つ 犬猿の間柄で あった ことを

考えれば,こ うい う想定 もあり得ぬ ことではな い.

Bakerが 入 念 に考証 して いるDefoeの 「あ らし』につ いてはさきに一・言 したが,彼 の記
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録物 と して はこれ と同 じジ ャンルに入 る 『疫病流行記54)」AJournalofthePlagueYear

(1722)を こ こで取 り上げ る.こ れはDefoeが ま だ4～5才 の幼児で あった1665年,中 世

におけ る黒死病(ペ ス ト)の 再来の ように,ロ ン ドンを襲 ったbubonic(下 腿 部 リンパ セ

ンの腺腫,鼠 によってf云染 した)と いう疫病の猫けつぶ りをまの あたり見 るよ うに詳細 に

記 したルポル タージュ文学で ある.Defoeが ロ ビンソン・・クルーソーの著者で な くと も,

これだけで彼の文 名を不朽な らしめ たで あろうといわれ る ぐらいの傑作で,読 鬼気せ ま

る迫真の描写で ある.

60才 を越えてか ら,わ ざわ ざ¥/f_f:紀も前 に起 きた災害 に挑戦 しようと した彼の意 図は分

り兼ね るが,恐 らくたまたま入 手した当時の紀録 に興味 を もち,例 の想像力 に もの を言わ

せ,・ 気 に書 き上げ たもの と思われ る.ロ ン ドンでは この災害の翌年1666年 市 街 を完全 に

焼失 した大火が 、セ,った.Defoeは なぜ この大火 を見落 し,悲 惨 きわ まる前年の災害 に立 ち

向か ったか という疑聞 も提 出されて いるが,こ の書物 におけ る彼の資料処理 の鮮 か さ,災

害の地域を全 面的に把 え,地 誌 的な取扱 い方 を した点 など,作 家的天分 と地理学 的な方 法

とが揮 然一体 とな った名作 とされ ている.

5.ブ リテ ン周遊記

Defoeが 死 没5年 前 に完成 した 『ブ リテン周遊記』ATourthro'theWholeIsland

ofGreatBritain(以 『ドTourと よぶ)は,ロ ビンソンの盛名のかげにか くれ,最 近まで

ふ しぎなほどneglectさ れ て きた とい う.イ ギ リスにおいて さえそ うで あるか ら,わ が国

ではなが く問題に されず,翻 訳 も出ていないのは 当然で あ る.

Defoeと しては彼のすべてを賭けてlki,に問 うた畢 肚の大作で,分 量的 にも彼の他の著作

をは るかに上回 ってい る.彼 自身,こ れは17回 の 巡回旅行circuitと3度 の周遊generaltour・

の 集成で あ るとい っているよ うに,決 して イギ リス全島 を 一度 にcircle的 に巡歴 したので

はない55).現 在と違 って18世 紀 初 頭の イギ リスの陸上交通 は きわめて不 便な状態 にあり,ロ

ン ドン在 住の 富裕 な階級で も,た かだか数 百キロ しか離れて いない西海岸 に住む友人や親

戚 と,・ 生の 間4～5度 丁一紙の往 復がで きれば よい方で,も し彼 らに会 いに行 こうと思 うな

らば,ス ビア砂漠 を横断 するほどの危 険を覚悟 しなければ な らなか った56)と い う.そ れ ゆえ,

老 齢のDefoeがTourを 書 くために,あ らためて イギ リス全域 を旅行す るなどは不可能 に

近 く,こ の書物の大 部分の資料は,商 人 時代,新 聞記者時代 エ ネルギ ッシ ュに歩 きまわ った

ときに得 られた もので あり,な か には,old-fashionedと な った資料 もあったはずで ある.

そ ういうかびの生えかけた 占い資料 をタ イミングよ く,1720年 代 まで 引きさげて,ま の

あたり見 るようにイギ リスの風土 を描写 したので あるか ら,Defoeは ま さに魔術師 的な筆

力 を もった地理の神様TheGodofGeography57)と い ってよい.PatRogersがPenguin

版Tourで 推 定 図を示 したよ うに,Defoeの 巡 回旅行は,ブ リテン島 に多 くの小 さな輪 を

はめ こんだ ような形で行われ,そ の最初のサ ーキ ットは,1722年4月3日 に ロン ドンを出

て東 ア ング リァを北上 し,フ ェン湾の南東部か ら,南 に曲 って ロ ン ドンに帰着 するとい う

ルー トをとって いる.こ の 部分 につ いては,恐 らくこの時期 に実 際に旅行 を試 みたので あ

ろ うが,ロ ン ドンか ら遠 く離 れた地域 は,旅 行記の形 をと りなが ら,彼 が新 しく編集 した

地 誌で あ ったといえる.年 代 的には大 きな振幅 はあ ったが,Defoeに と って はブ リテ ン島

のど こもが曽遊 の地で あ り,新 しい資料 を付加 することによ って,イ ギ リス の地表 に風土

と人間 とが織 りなす新 しい ドラマを創 り上 げた.そ してイギ リスに存在 す る最 も偉大 な旅

行 記,占 い隠 ヒを近 代的な 〔で とらえた最初 の 井物 とい う声価を得てい る.
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イ ギ リス人 にとってその ように価値 ある旅行記で あ って も,時 間的に も空間的 にも遠 く

隔た ってい るわれわれ 日本人 にとって,こ の旅行記 はなにを物語 るのだろ うか.わ れわれ

としては,稀 有の地理学的天分 をもったDefoeが いかな る態度 ・方法 を もって,ま だ地

理学の本質が十分明 らか にされて いなか った時代 に,ほ とん ど先人未踏 のイギ リス全 島の

地誌 にchallengeし た か を知 りたいので ある.具 体 的には,彼 は風土 のなかで なにを重視

し,ど の ような方式でそれ らを描写 し,全 体 と して地誌の あるべ き姿 をどの よ うに提示 し

たか ということで ある.

彼 はTourの なかで 「古 めか しいことantiquityや 歴 史を書 くこ とは私 の分 限外 であ る.

私 の仕事mybusinessは 一 定 の場所の現在の状況 を記す ことで ある」 とくり返 し述 べて

いる.ま た(地 誌)叙 述 にあたり 「短 く,簡 潔,平 明に重要 なこ とを書 くのが絶 対に必要」

と言い なが らも,お よそ美 しい もの(景 色),意 味 のある もの,と くに人間に関係 のあ る

ものは何一つ見逃が さない鋭敏周到 な観察 眼の持主で あ った.ジ ャーナ リス トとしての能

力 とい うよ り,こ れは,ま さに彼 の地理学 的精神 の発露 といえないで あろ うか・

もちろん重要な地域,重 要な産業 につ いては微 に入 り細 を うが った描写 もして いる・大

塚久雄氏の しば しば 引用す る ヨークシャーの羊毛工業の項 などは,地 理 的位 置か ら始 め,

地 形 ・集落の離散,大 きさ,囲 い こみ地,面 積,住 居の分散 と毛織物製造 との 関係,他 の

地域 との比較,天 候,流 水,道 路,生 産の過程,流 通径路,農 牧景観 など,わ ず か2頁 の

響

G

.;

㍗ 。て圏毛・・h・・…

第4図18世 紀初頭におけるイギリス繊維工業分布図
・はデフォーがTourの なかで記 している羊毛

工業地(Darby原 図)
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スペ ースに地理学 的考 察に値 す るすべての項 目を網羅 し,全 体 として大塚氏が いうように・

産業革命前夜の 「農村工業」地帯 の景観 が 目に見 え るよ うで ある.

ス ターブ リッジSturbridgeの 市 場Fairの 描 写 も秀逸で,当 時のFairが どの ような

もので あったか,売 手買手がいか に振舞 ったか,ま さに市場の概念ideaを 伝 えた58)もの

と して よ く引用 され る.地 理学者ス タンプが輝 やか しい描写illuminatingdescriptionと

して推賞 したイギ リスの道路状況は59),地 質 ・-L一木 の専門用 語60)を駆 使 して堂 々 と描 写 さ

れ,地 理学周辺科学 に対す るDefoeの 日ごろの精進振 りが察せ られ る・

経済 史家G.D.H.Coleは,Defoeは 商 人の 目を もって,イ ギ リス を見 ていた と指摘

す るが,農 牧水産 ・工業等 の生産状況 につ いては,彼 の観 察 と描 写はひ ときわ光彩 を放 っ

ていた.た とえば,小 麦はどの農場 に育ち,ど うい う径路で 市場に運 ばれ,ど のよ うに消

費 され るかを見 届けねばやまなか った・100を 越 え る羊毛工業地を1つ1つ 訪ねてその生

産状況 をreportし た が,こ のDefoeの 記 載を もととし,地 理学者ダ ービーは18世 紀 初頭

のイギ リスの羊毛工業図61)を 作 ってい る.

DefoeのTourは も ちろん彼の直接的な(firsthand)風 土 観 察の産物で あるが,巻 中 し

ば しば 当時流行 した地誌や旅行記の名 をあげ,彼 がそれ らを参照 したことを示唆 して いる・

かな り以前 に出たカムデ ンの イギ リス地誌62)や 著 者不明の 「地理学辞典」 か らの引用 と批

判 がかな りあ るが,女 性 なが ら颯爽 と騎馬旅行 を した同時代 の有 名な旅行 家セ リア=フ ィ

エ ンヌの動静にはふれていない.

フ ィエ ンヌのイギ リス旅行 記63)は,Tourと と もに18世 紀 初頭の イギ リスの地理 をvivid

に描 写 した著作 として有名で あるが,彼 女は 「彼女 自身の鼻(食 慾)に 引っ張 られ た旅行

者」 と呼ばれ るよ うに,文 体 は繊細華麗では あったが ある特定の地域 を丹念 に描 こうとい

う野心はな く,atrandomに 記 述の地点が 選択 された.こ の点DefoeのTourは ウ ェ

ールズ を含 めた イギ リスの全域 をcoverし,当 時 イ ング ラン ド人か ら 未知の地terra

incognitaと 考 え られて いた64)スコ ッ トラ ン ドの地理 まで詳細 に描写 して いる・ ス コ ッ ト

ラン ドの地 誌と しては最初の もの といわれ るが,彼 の政治スパ イ時代 に 目撃 し,収 集 した

dataが こ こで活用 され たので ある.

ヨークシ ャーの農村工業 の記事 にその一例 がみ られ るよ うに,Tourに お け る風土描写

はま ことに整 然 としていて,い わば有機 的な展 開がな されてい る.こ れ については,Tour

よ り70年 ほ ど早 く書かれ,Defoeの こ ろに英訳 もあっ た近代地理学 の 始祖 ヴァ レニウス

B.Vareniusの 『一般地理学」GeographiaGeneralisの 影 響 を多分 に受けた と思われ る節

がある.す なわ ちTourに おけ る地域 ・都 市の記載項 目が,ヴ ァレニウスの地誌の体例65)と

あ ま りに も類似 し,Defoeは ヴ ァ レニウスを意識 し,こ れ にfollowす るよ うにTourを

書 きすすめたのでは なか ろうか.以 前 にStormを 書 いたときも間接 に,ヴ ァレニウスを

引用 し,遠 くア リス トテ レスの気象学Meteorologicaに まで潮源 した ぐらいで あるか ら・

ヴ ァレニウス の地 誌の項 目を見,わ が意 を得 たとば か りTourの 執筆 に これを応用 したの

ではあ るまいか.Defoeは 常 に利用 し得べ き最良の資料 を用いた ことは論者の一致 した意

見で あり,こ の場合 も,DefoeのTourの 背 景 として当時第一級の地理書,ヴ ァ レニ ウス

の地誌の項 目が1つ のモデル として存在 していた ことを仮説 として ここに提出 し,識 者の

教示 をま ちたい.

Tourは 「現在の状況」 に焦 点を あてて書かれたが,そ れ故 に後代か らみれば,そ れは

まさに歴史地理学の好資料で あり,歴 史家 トレヴ ェリァンを して,Tourは 歴 史家の宝庫

とまで言わ しめて いる.東 部 アング リアの湿地帯で漁獲 され たウナギその他の魚類が,木
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桶 に 積め られ・ ロン ドンの市場に運ばれて行 ったな どの牧歌 的風景 は,現 在の イギ リス に

もはやみ られない・イ ングラン ドの大 きい村 にす ぎなか ったマ ンチ ェスターが発展 したの

は,早 くか ら羊毛工業 の芽 生えがあ ったか らと指摘 し,反 面,没 落 の一途を たどる古い町

々の姿 を如実 に描写 した・ そ して 「日」 日変貌 してや まない イ ングラ ン ドを完全 に記述す

るこ とはで きない とし,か え って変化 を喜 ば しい ことして受け とめた.な ぜな ら変容の う

ちにこそ,イ ング ラン ドの生命,発 展 があ るとDefoeは 考 えた66).」

Defoeのhomegroundで あ り,彼 の最初のcircuitの 最 終 ゴールにあた るロン ドンの

記事は さすが詳細を きわめ,刊 本で60頁 に及,,a大 都 市論67)で あ る.Defoeは ロ ン ドンを ト

ラヤ ン時代の ローマに比定 し,ロ ーマがその 巨大 さのゆえ に怪物化 したと同 じように,こ

の桁外 れに,し まりな くoutofshape,uncompact膨 脹 して い くロン ドンは今後 どうな る

のか・ 世界 のいかな る場所 に も例 を見 ないほど新 しい広場 ,新 しい街路,新 しい建造物が

急速 に作 られ ていき・ とどま るところはない.こ れは ロ ン ドンにと って悲惨事disaster

で あ る・ ウ ィ リアムeペ ティ郷が算定 した ロン ドンの埋 葬 ・洗礼数68)に 例 を とれば ,1666

年 お よびそれ以前の埋葬数は年17・000か ら19,000で あ ったが,1723年 には洗礼数19,203 ,埋

葬 数29・197と い う憂 うべ き数字が 出て いる・Defoeは 彼 の都市地理の最後 を例の よ うに数

字を多用 して69)総 括 してい る.

DefoeのTourは1779年 まで に9版 を出 し70),Defoeの 死 後,何 人かが それ を補訂 して

い るが・Defoeのorigina1な ものに くらべて学 術的価値 は低下 してい るとい う.Tourが

あ ま りに も地 誌的で あ りす ぎたためか前言のよ うに,20世 紀 以前はそんな に名著 とはみな

されなか った・ しか しTourが 一部では一種のguide-bookと して用い られ,イ ギ リス に

おける国内旅行 を刺 戟 し・ さ らには現在 い う観光産 業Touristindustryを 誘 発 した形 跡

が あると・PatRogersは 述 べてい る71).も ちろん,Defoe時 代 のす ぐあ と産 業革命がつ

づ き・ これ とともに週末旅行の風潮が一般化 したことを思 えば ,DefoeのTourだ け がイ

ギ リス人の旅行熱を あふ りたてた とは いえな いが,よ き旅行記 が同時 によき地誌で あ り,

よ き案 内書で あることは,イ ギ リス も 日本 も異 るところはない.

柳 田国男氏はか って紀行文 の良 否は,地 誌的要素の多少 によって決定 され ると述べ72),

DefoeのTourと ほ ぼ同 じ時期に書 かれた貝原益軒の紀行文73)を 地 誌的旅行記の模範例 と

みな したが・ す こしあとの吉田松 陰の数編の 旅行 日記74)に つ いて も 同 じことが いえ る.

この よ うな 地誌 的旅行 記を書 くこ とので きた 人た ちは,そ れだけで最 も狭義 の 地理学者

(geographer・ 土 地の記述者)の 名称 に価す る.し か もDefoeの 場合 は他 の多 くの地 理学

者的資質 も加わ り・いみ じくも彼 自身好んで用いたcompleteと い う語 を冠 した ・aComple-

tegeographer'と 呼 べ るのではなか ろうか・IGU委 員会 のいわゆ る顕 著な寄与 とい う点

では・現在少 くとも,史 学 ・経済学 ・地理学の3つ の側か ら注意が集 中 して いるTourだ

け で十分で ある・意外 に も日本の地理学界では,こ れ までTourの 地 誌学的価値が問題 に

されなか ったが75),わ が 国 に真の意味の地誌が生み 出され るために,他 山の石 と してTour

の再 認識がぜ ひ とも必要で ある.こ の小 論がその導火 線 となれば幸いで ある.

む す び

以上,地 理学者 とは何か という,古 くかつ新 しい聞題 の解 明を伏線 として,Tourは じ

めDefoeの 地理 的な2,3の 著 作の紹介 を試み た.Defoeの 論 敵Swiftの ダ ブ リンにある

墓石の碑銘 にはSwiftみ ず か らえ らんだ とい う 「旅人よ,汝 の道 を行 け」(Abiviator)の

文 字が あり76)・ガ リバ ー旅行記の著者 にふ さわ しい碑文で あるが,も しDefoeが 同 じ立場
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に置かれたと した ら,恐 らく彼の一生の業績の鍵 となった地理学 を追慕 し 「一人の地理学

者」AGeographerと い う文字 をえ らんだことで あろ う.

(1976.9.30零 高)
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21・AGeneralHistoryofthePyrates1724.1970年 代1こ250年 ぶ りで この本 の 再刻 坂 が 出た .(2冊 本)
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20世 紀 後 半,Defoeの 人 気 が 高 ま った こ とを示 す と い う.

22.TheLife,Adventures,andPyracies,oftheFamousCaptainSingleton,1721.

23.JonathanSwift(1667-1745)Gulliver'sTravelsの 著者,ガ リバ ー旅 行 記 は ロ ビン ソ ン=ク ル

ー ソー よ り1年 お くれ た1720年 ころか ら
,穿きは じめ た.こ の2つ の 物語 は 太平 洋 航 海 時 代 の産 物

(Crone)と いわ れ る が,想 像 力 の 点 で は ガ リバ ーに 凱 歌 が あ が る と い う.松 浦高 嶺 「18世 紀 の イ ギ

リス 」,岩波講 座 「世 界 歴 史 』17巻,P.273.な お松 浦高 嶺 「ス ウ ィフ トとデ フ ォー-2人 の政 論 家

と2つ の 航 海記 」「史学 雑 誌 」60:3,1951参 照.

24.RobertH.(1661-1724)ト リー 党の 領 袖,国 務 大 臣,初 代の オ ック ス フ ォ0ド 伯.Defoeは 一

時Harleyの 片 腕right-handmanと して動 い た.

25.F.W.Bateson(ed.)TheCambridgeBibliographyofEnglishLiterature,1940,Vol.II,p.

497-511.

26.巾 野 好 夫 『ス ウ ィフ ト考 』(岩 波 新 書)に よれ ば,月 世 界 旅 行 は 当 時 ヨー ロ ッパ で 流 行,ス ウ ィ

フ トも ガ リバ ー旅 行 記 で 一 部 分 これ にふ れ,フ ラ ンス の シ ラノ ・ド ・ベ ル ジ ュラ クは1657年 に 『月

世界 旅 行 』 を 書 いて い る.
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政 治 スパ イ の ほか,産 業 革 命を 目前 に ひ か え産 業 スパ イ も横 行 した と大 塚 氏 は 述 べ て い る.

「近 藤 正 斉 全 集 』第1.「 幽 囚 後 の 近藤 重 蔵 」P.27

S.E.Rasmussen,LondontheUniqueCity(PelicanBook).1963,p.228.

AlexanderSelkirk(1676-1721)llヒ の漂 流 談 はWoodesRogers,ACruisingVoyageroundthe

World,1の なか に収 録 さ れて い た.

31.RichardHakluyt(c.1552-1616)PrincipalNavigations,1599.3vols,現 在 はEveryman's

Library版8vols.が 利 用 で き る.

32.WilliamDampier'sNewVoyageroundtheWorld,1697

33・ イギ リス だ けで704以 上 のeditionが あ り,ほ とん ど あ らゆ る国語 に翻 訳 され て い る.日 本 で は

明 治 以 前,す で に2種 類 の抄 訳 が あ った.豊 田実 『日本 英 学 史 の 研 究 』1939,p.621以 下.

34・ 阿 部知 二,Lビ ン ソ ン ・クル ー ソー 』 あ とが き(岩 波 少 年文 庫)1976,第26刷,P.276.

35.こ の 地 図 はFrederikdeWitのWeltkarte,1673と 非 常 に よ く形 が似 て い る.1733年 ニ ュル ンベ ル

グか ら出 たJ.G.DoPPelmayrの 世 界地 図 よ りは るか に 優 秀 で あ る.Bagrow・Skelton,Kartopraphie,

1973.上 曽nTF1反.
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K・Marx,DasKapital,BandIS.90.(向 坂 逸 郎 訳,「 マル クス 資 本 論 』,1,P.100以 下.)

17世 紀 の ころ,三 文 文 士 た ちが 屯 して い た ロ ン ドンの 街 路,現 在 のMiltonStreet.

Defoeは1685年.Monmouthの 叛 乱 に 加 わ り首か せpilloryの 刑 を 受 け た.

ス ミス は イ ギ リスの 青 年 が ロ ビ ン ソ ンを ま ねて 海 外 に 出 る こ とを心 配 した.ス ミスに よれ ば 海外

旅 行 は 青年 に 堕 落 を教 え る こ とで,そ れに は大学 も貴任 が あ る とい う.

40・ と くにDefoeのPlanoftheEnglishCommerceで は,日 常生 活 にか か わ りの あ る地 理 学 の 重

要 性 を 強 調 して い る.世 界の 各 国 民 が い か に して そ れ ぞ れ の 環境 を最 も効 率 的 に 利用 し得 るか に つ

い て述 べ,山 地 や 森 林 の ほか な に らの 資源 を もた な いノ ル ウ ェーや ロ シ アが 貿 易 を考 え よ う と しな

い の はふ しぎで あ る と記 して い る.そ れ に 引 きか え 北 米 に お け る イ ギ リス の植 民地 で 人 々が 不 毛 視

され て い た土 地 を 開墾 した 上,商 工 業 を盛 ん に し,世 界 中 で最 も富 裕 な土 地 に 変 え た.ス ペ イ ン人

は た だ鉱 物 を 探 し求 め,将 来 の 隆 昌 を 見 す ご して き た.(Baker,ibid,P.171)

41.斉 藤 勇 『イギ リス文学 史 』1958,P.236(初 版1954)

42.Defoeの 架 空 旅 行 記 に は ロ ビ ン ソ ンの ほ か,W.Dalnpierの 書物 と 同名 の 著 述 が あ る.た だ し

副 題 に 「先 人 未 踏 の コー ス に よ って 」 とあ り,太 平 洋 と南 米 の 地 理 を 詳 述 し,命 題 小 説romana

theseの 形 式 を と った.ま たAtlasMaritimus&Commercialis(1728)に1ま 彼 の 地 理 学 観 が 記 さ

れて い る.PeterEarle,TheWorldofDefoe,1976,P.45ff.

43,HermannMoll,1681-1732ご ろ活 動 した.ド イ ツの 地 図 作家,1680ロ ン ドンに移 っ た.

44・WillemJanszoonBlaeu,1571--1638,チ コー ブ ラへ の 弟 子,オ ラン ダの 地 図 学 者.彼 の 世 界地 図
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の1つ を 新 井 白石 が 見 た.現 在,国 立 博 物 館蔵.

45.こ の大 暴風 雨 は詳 細 な資 料 の 残 る世 界 最 初 の もの で 一 夜 で200隻 の 船 を 沈 め た.田 口龍 雄 『欧 米

気 象 学 史話 』,1943,p.15

46.E.YsbrantIdes,ThreeYears'TravelsfromMoscowoverlandtoChina1706,Defoeは ピ ョー

トル大 帝 の 伝 記 も(1723)書 い て い る ぐらい で あ るか ら,あ る程 度 ロ シ アの 地 理 に精 通 して い た と

思 わ れ る.

47.Avri1,Voyageendiversestatsd'Europeetd'Asiepourdecouvrirunnouveaucheminala

Chine.1693に 英 訳.
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Baker,1b1C1.p.164.

船 越 昭 生 『北 方 図 の 歴 史 』1976,P.23.

E.G.R.Taylor.TudorGeography,1485--1583,1968.

BakerはSingletonの 横 断 ル ー ト を 図 示 し て い る .(ibid,P.167)

Baker,ibid,p.172.

Ibid,p.168.SogeographersinAfricmaps,Withsavagepicturesfilltheirgaps,Andoer

unhabitabledowns,Placeelephantsforwantoftowns.

54.泉 谷 治 訳 『疫 病 流 行 記 』1967,の ほか い ま1つ の 日本 訳 が あ る.前 出,歴 史家 のJ。H.Plumbに

もD.D.andTheJournalofthePlagueYear,と い う論文 が あ る.前 掲 書P.302ff.な おW.S.

サ ッチ ャー著,金 崎 肇 訳 の 『経 済地 理』 の な か で,こ の 書 物 が 「プ ラー グの 日記 」 と訳 され て い る

の は一考 を要 す る.(P.206)PlagueYearはDefoeの 伯 父HenryFoeの 手 記 の 形 を と って い る.

55.Defoe,Tour.Vol.1.P.5.と くに こ とわ らな い限 りEveryman'sLibrary版 に よ る.

56.G.D.H.Cole,IntroductiontoEconomicHistory.1750-1950,1952.

57.歴 史家G.UnwinはTheExpansionofEngland,1883の 著 者J.R.SeeleyをTheGodof

Historyと 呼 んで い るが(Unwin,StudiesinEconomicHistory,1958,P.407)こ れ に な ら って,

や や大 げ さで あ る がDefoeを この よ うに 表現 して み た.な お シ ー リーに つ い て は 「シ ー リー の英

国膨 脹 史 論」(石 田憲 次 『近 代 英 国 のr-rt-1断面 』P.385以 下.)

58.H.G.Selfridge,TheRomanceofCommerce,1923.p.17.

59.L.D.StampandS.H.Beaver,TheBritishIsles,4thed.1954.p.466.

60.Flint-stones,chalk-stones,hardgravels,solidhardclay.等 の 地 質 用 語 が 瀕 出す る.な おWin-

dsor城 の テ ラ ス歩 道 を述 べ る際,フ ラ ンスに も,ロ ー マ に もナ ポ リに も こん な み ごと な もの はな

い と記 し これ らが 彼 の 普 遊 地 で あ った こ とが 知 られ る.(TourI.P.303.)

61.H.G.Darby,ANewHistoricalGeographyofEngland,1973,p.359.

62.Camden,Britannia1586,イ ギ リス 最 初 の地 誌,そ の 約 半 世紀 前 にJohnLelandの 小 地 誌 が あ

った.大 塚 久 雄 ・吉 岡 昭 彦 「リ0ラ ン ドの 紀 行 に 見 え た る当時 の 社 会 分 業 の状 態 」(r大 塚 久 雄 著 作

集 』 第5巻,p.91以 下.)

63.CeliaFiennes,GreatJourney.フ ィエ ンヌ(1662-1741)も ま たtheseeingeyeを も って いた

とい われ る.好 奇 心 が 強 く,各 地 の名 物 料 理 を 味 わ い,名 産 につ い て 記 した.

64.D.C.Browning.IntroductiontotheTourthroughScotand,1962.(Tourの 序 文)

65.境 域 ・経 緯 度 ・大 き さ(magnitude‐Defoeも この こ とば を多 用 した)・ 山 ・鉱 山 ・森 林 ・水系 ・

肥沃 度 ・生 物 な ど.BakerはGeographyofBernhardVarenius(1955)でVareniusの 風 土 記 載

の 項 目を列 挙 して いる.な お,小 野 鉄 二 「西 洋地 理学 史 」(岩 波 講座 『地 理学 』1932参 照.)
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J.Sutherland,DanielDefoe,1971,p.222.

Defoe,Tour.Vol.1.p.494.

ペ テ ィ著,大 内兵 衛,松 川 七郎 訳,『 政 治算 術』(岩 波 文庫)P.34.

ロ ビ ン ソン ・疫 病 流 行 記で も統 計 が 多 用 さ れて い る.Tourで はHampshireの 数 農 場 の 形態 を

diagramで 示 し,有 用 な 資 料 と な っ て い る.Tour.Vol.1.P.201.

70.PatRogers,(ed.)Defoe,theCriticalHeritage,1972,p.1.



辻田:地 理 学 者 の 条 件 47

71.PatRogers,IntroductionofTour(ThePenguinEnglishLibrary)1971.p.22.

72.柳 田国 男,『 紀行 文 集 』(帝 国文 庫),1930,解 題.

73.貝 原 益 軒,「 吾妻 路 の記 」 「岐蘇 路 記 」(1709)「 西 北 紀行 」「南 遊 紀 行 」「続 諸 州 め ぐり」(1714),

Tourよ り10年 前 の 作 品.益 軒 の 旅行 も60才 を す ぎて か らの もの が 多 か った.

74.「 西遊 日記 」「東 遊 日記 」 「辛亥 日記 」「東 北 遊 日記 」等 『岩 波 版,吉 田松 陰全 集 』 第7巻(普 及 版

第10巻),な お 吉 田松 陰 の 生 涯 を 描 い た司 馬 遼 太 郎 氏 の 『世 に 棲 む 日 日』1975は 史 実 と虚 構 のblend

され て い る とい う意 味 でDefoeの 著 作 と共 通 点 が あ る.

75.例 外 的 に か つ て三 枝 博 音 博士 が海 保 青 陵 の 『稽 古談 』(1813年 ご ろの経 済 地 誌)とDefoeのTour

とを比 較 され た こ とが あ る.

76.前 掲,斉 藤 勇,『 イ ギ リス 文 学 史』P.236.

Summary

ConcerningtothegeographyofDanielDefoe,theauthoroffamous`Robinson

Crusoe',J.N.L.Bakeralreadydiscussedinhispaperin1931.ButinJapanalmost

noneofgeographernoticedaboutDefoe'sgeographysofar.Presentwriterread

thepaper`DanielDefoeandGeography'atthemeetingoftheHumanGeographical

SocietyofJapaninJune,1974andpresenteditssummaryin`HumanGeography'

Vol.26:5.Butafterthatthewriterhadtoengageinthebibliographicalworkon

JapanesegeographersbytherequestofCommissionontheHistoryofGeographical

Thought(theChairman,Ph.Pinchemel,theSecretary,T.W.Freeman)ofInternational

GeographicalUnion(IGU).ThisCommissionofferedthethemeincludingtheproblem
`Wh
oisageographer?'tothemembersoftheworkofwritingthebiobibliography.

SeeingthethemeoftheCommission,thewriterwassurprisedthatthedefinition

ofgeographeroftheCommissionwassomuchaliketohispresentationwhich

appearedin`GeographyinModernJapan'in1971.So,thewriter,puttingasidethe

biographicalworkofIGU,lookedbackonthegeographicalworksofDanielDefoe,

andexaminedhowDeforwasageographerintruesense.Reviewinghiscareeras

tradesmanandjournalist,thewriterhasfoundhowheinclinedtogeographyand

itsneighbouringdisciplines.In`RobinsonCrusoe',especiallyin`TheFartherAdven-

turesofRobinsonCrusoe'andin`CaptainSingleton',therearemanyinteresting

topicsrelatedtogeography.Themostcharacteristicworkofhimfromthesideof

geographywillbe`ATourthro'theWholeIslandofGreatBritain'in1724-6.It

wastheepoch-makingregionalgeographicalworkintheformofthetravellbook,

whichthrewlighttothedevelopmentofBritishgeography,aswellastoJapanese

geography,ifwecarefullystudythisbook.Astheword`geographer'means

etymologicallythereporterofthefaceoftheearth,DanielDefoemaybecalleda

geographersolelybythiswork.Thewriterdiscussedthefurthermorereasonsto

callhimageographerinthispaper,andhaveappreciatedhimanuniquegeographer,

farhigher-leveledonethantheIGUannoucement.


